
研究室だより

日本文理大学工学部経営工学科

日本文理大学は，昭和42年に大分工業大学として機械

工学，電気工学，土木工学，建築学の各学科が設立さ

れ，単科工業大学としてスタートしました.経営工学科

はその翌年の昭和43年に九州における唯一の学科として

誕生し， 18年目の歴史を迎えています.また，昭和57年

には商経学部が開設され，日本文理大学と学校名を改称

し 2 学部の総合大学へと発展しつつあります.学生数

は現在，約3000名です.

さて，経営工学科では当初，どちらかといえば，経営

学部の色彩が強い学科目構成でしたが，ここ 10年来，カ

リキュラムは着々と経営工学分野の内容に充実されてき

ました.

本学の経営工学科は，経営の近代化のための新しい管

理技術，情報処理技術を総合的，体系的に考究すること

を目的としています.特に，システム工学，インダスト

リアル・エンジニアリング，オベレーションズ・リ+一

千などの手法と，コンピュータによる情報処理技術を駆

使できる経営工学技術者を育成しています.

このような能力をそなえた人材を育成するために，学

科目を経営管理工学，情報システム工学，生産工学，環

境管理工学，人間工学のラ群に分類し，各群ともに実験

・実習・演習に重点を置いています.学生はその 1 つを

専攻し 3 年次に少人数のゼミナ-/!.-， 4 年次の卒業研

究指導など徹底した教育を行なっています.

当学科の将来構想としては，コンビュータ関係の教育

表 1

研究室名(群別)

環境管理工学群

人間工学群

研究室一覧

指 導

岡田豊章教授

小松貞美助教授

村田達夫教授

甲斐章人教授

教 員

(経営学博士，技術土)

加賀谷一良教授(文学博士)

吉田正敏教授

の比重をさらに高めることにあります.また，これに加

えて統計工学群を設けて一層の充実を図ろうと考えてい

ます.ここで表 1 に研究室一覧を紹介しておきます.

また，表 2 にカリキュラムの内容を示します.以上の

ように専攻群に分かれますが，卒業研究に必要な学科目

については自由に選択履修することができるようにして

あります.

さらに， 当学科では学生の自主的な研究活動として

「生産工学研究会J ， I コンピュータ研究会J があります.

具体的な活動内容として，中小企業診断士，情報処理技

術者の国家試験の受験学習，各工場やソフトウェアハウ

スの見学の実施，大学祭における研究成果の発表参加な

ど，活発な成果をあげています.また幸い，大分臨海工

業地帯，大分テクノポリスがあるので，産学共同研究の

一端として企業と提携し共同研究を行なっています.

一方，就職状況は歴史の浅い学科であるにもかかわら

表 2 カリキュラムの内容

経営工学基礎・
関連科目

経営工学総論

経営管理論

経営数学 I

経営数学 H

コンビュータ概論

電子計算機演習 I

電子計算機演習E

経営工学実験 I

1987 年 5 月号

経営工学実験E

数理統計学

経済性工学

機械製図

機械工学概論

電気工学概論

経営工学特論

外国書講読

ゼミナール

卒業研究

-経営管理工学群

工業会計

工業経営学

市場調査論

労務管理

原価計算

原価管理

経営分析

-情報・システム
工学群

情報工学 I

情報工学 H

システム工学 I

システム工学H

o R 1 

o R 11 
数値計算法

・生産工学群
インダストリア
ル・エンジニア
リング

生産工学 I

生産工学 E

生産工学 E

品質管理

実験計画法

生産管理演習

生産管理実習

・環境管理工学群

環境管理概論

環境管理論 I

環境管理論E

環境管理演習

地域経済論

・人間工学群

組織行動科学 I

組織行動科学E

人間工学

人間工学実験

産業心理学

産業，心理学演習
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ず，卒業生はコンピュータ関係， 1 E , QC，生産管理

などの技術者，セールスエンジニアなどとして，全国各

方面で活躍しています.

今後とも，カリキュラムの充実と教員スタッフの強化

を図り，ユニークな学科づくりをめざしていきます.

(甲斐章人)
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広島工業大学経営工学科
広島工業大学は，広島市の西端の日本三景の 1 つであ

る宮島が展望できるところに本拠を構えている.昭和41

年に開設された経営工学科は， 昭和61年 10月末現在 465

名の学部学生と 11名の専任教員とから構成されている.

本学は目下大学院設置を具体的実現するということで検

討中であるが，今まで学部学生のみが対象であったとい

うことで，実践教育に多大の努力を傾注してきた経緯が

あり，現在のカリキュラムおよび専任教員の構成もそれ

を反映したような結果となっている.

現在のカリキュラムは昭和61年度から実施されている

が，授業科目の構成は表 1 のとおりである.

この分類は多少便宜的であり，コース制を意味するも

のでもなく，学生指導において若干使用するのみであ

る.このカリキュラムの特徴は，まず実験・演習の多い

こと，専門教育における必須科目は卒業研究を含め42単

位(選択79単位，自由 10単位)とし，基礎的なものに限

定して，多様な学生の能力と関心に対応できるようにし

たことであろう.しかし，当経営工学科での教育の特徴

は，科目そのものよりもその内容および指導方法にあろ

う.基本概念と基礎の重視，問題の発見と解決のための

アプローチ，企業の実態などは，教育の上で多くの教員

が注力するところで，授業の教材で工夫するのみなら

ず，企業実習，会社見学，論議(合宿研究会)，実態調査

表 1 授業科目

などが，卒業研究を通じて各教員の指導のもとで盛んに

行なわれている.その他今回のカリキュラム改正の特徴

として，若干ながらシステム・情報関連授業科目の増加

とソフト化傾向とが指摘できょう.

また，本学は講座制ではなく担当授業科目制とでもい

うべき情況にあって，各教員の教育・研究の自由が尊重

されるようになっているが，それはある意味で個人の負

荷が大きくなる傾向を伴っているともいえよう.特に学

部学生のみを対象としての多人数教育において，教育

(場合によっては大学運営に関する業務も含め)と研究

の両立は多くの教員の課題ないし悩みでもある.それに

加えて，経営工学関連の領域では“たちの悪い問題"な

し、し“良構造でない問題"が多く，研究の内容と現実世

界との希離を起こさないようにすることも課題であろ

う.このような情況で本学の教員は必ずしも OR学会で

直接活躍していないが，各教員は皆，問題解決の科学的

方法であるOR とはなんらかの関連で・教育研究において

取り組んでいるのが現実である.蛇足ながら私も浅学非

才を顧みず，目下自律的人間を含んだシステムのよりよ

い理解と設計および実践の基礎となる理論の構築と方法

論の研究を志す l 人である.

なお，現在の専任教員の教育・研究における指導の内

容は表 2 に示すようになっている久保田洋志)

( )の数値は単位数

工学基礎|応用数学臥物理学実験。)，基礎電気図版2)，計算機演習。)

共 通|経営工学概誠心，経営工学基礎実験似)，経営工学総合演習(2)

生産工学|生産工学(8)，人間工学(心，生産工学実験(1)，計測工学ω， 1 E(紛，工業標準化(2)，工程管理(4)，工場管

i 理(3) ， 1 E生産管理演習(2)

システム|システム工学(2)，システムズアプローチ(2)，システム制御理論(4)，システム制御演習(2)，計算機工学(2)，
・情報 | !情報処理(8) ， ソフトウェア工学(2)，会計情報論μ)，情報処理演習。)

経営鯉|原価計算ω)，品質管理加)，品質管理演習。)，労務鯉(6)，販売管理臥購買管理包)

経営科学 l 数理統計学似)， OR(4), OR演習。)，経済性工学。)

関 連判i 文蛾献ゼミけナ一ル (1叫1

ι亙瓦副l巾電子紅工学繍概論蜘ω，ディジタル回路。)，通信工学位)，機構制2)，工作機械β)
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